
いたずらおばあさん アマガエルとくらす ちびねこグルのぼうけん
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洋 服 研 究 家のエラババ先生は、 文を書いた山 内さんの家の 流 しに、２ 子ねこのグルは、お母さんや兄弟と
よ う ふく けん きゆう か やまう ち なが

８４歳。長年の 研 究 によって、１ 年 続 けて同じアマガエルがやってきて、 わかれて、お店をしているジェームズ
さい けんきゆ う つづ

まい着ると１歳 若 くなる透 明 な服 ５月から夏の終わりまでくらしていました。 さんの家にもらわれてきました。しか
き さいわか と うめい ふ く お

を 発 明 しました。エラババ先生と、 翌 年も、カエルはいついたので、土を入れ、 し、気 短 のグルが、お 客 さんを引
はつめい よく と し き みじか きやく

弟子の６８歳のヒョコルさんは、そ 植 物 を植えた水そうで飼うことにしまし っかいてしまったので、ジェームズさ
で し さい し よ くぶつ う か

の服をたくさん着て、８歳の女の子 た。くらしの音にあわせて鳴くことや、冬 んはグルを返すことに決めました。
ふ く き さい と う かえ き

になり、町に出かけました。そして、 眠 や脱皮など、飼うことでいろいろなこと ジェームズさんの家にいたいグルは、
みん だっ ぴ か

えらそうな大人たちに、いたずらを を知ります。なんと14年も共に過ごしたカ 気 短 を直そうとがんばります。
おとな とも す き みじか

します。 エルもいました。

ふしぎな木の実の料理法 ピッグル・ウィッグルおばさんの農場
み り よ う り ほ う の う じ よ う
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スキッパーは、バーバさんと、こそ ピッグル・ウィッグルおばさんは、小さい

あどの森に住んでいました。南の島に 農 場 で牛や馬、ニワトリなどたくさんの 動
す し ま の う じよ う どう

出かけたバーバさんから、ふしぎな木 物 とくらしています。おばさんは、大の子
ぶつ

の実と、手紙が届きました。ところが ども好き。この農 場 でくらした子どもは、
み とど ず のうじよう

手紙がぬれて、文字がにじみ、木の実 どんなこまったくせを持っていても直ってしま
み も

の料 理 法がわかりません。いつもは内 ２０２３年 います。うそつきのフェットロック、何でも分
り よ う り ほ う う ち ぶん

気なスキッパーですが、木の実を持っ 解してしまうジェフィ、さがしものが下手なモ
き み かい へ た

て、森のみんなの家に行き、料 理 法をたずねます。 ３・４年生用 ートンたちはどう変わっていくでしょう？
り よ う りほ う か

こちらゆかいな窓ふき会社 火曜日のごちそうはヒキガエル ワビシーネ農 場のふしぎなガチョウ
まど の うじ ょ う
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ゆかいな 窓 ふき会社の 社 員 は、ペリ ヒキガエルのウォートンは、雪の中、砂糖菓子 ワビシーネ 農 場 のスカンピンさんは、
まど しやいん さ と う が し のうじよう

カンのペリーとキリンとサル、それにマ をおばさんに届けようと、セーターや上着を 重 びんぼうで運が 悪 い人でした。家畜はみ
と ど うわぎ かさ う ん わる かち く

ネージャーのビリー。できたばかりの会 ね着し、スキーに乗って出かけました。ところが、 んな売りはらわれ、とうとうオスのガチョ
ぎ の

社に、ハンプシャー公 爵 から6 7 7 枚の ミミズクにつかまり、５日後の火曜日に食べられる ウのションボリと、メスのガチョウのガッ
こ う し や く ま い

窓 ふきの仕事がきました。ビリーたちが ことになりました。ウォートンは、セーターをほど クリだけになってしまいました。ところが、
まど しごと

公 爵 の家へ行き、 窓 ふきを 始 めると、 いてはしごを作り、逃げ出す 準 備をしていました ガックリが産んだ金色のたまごから、金色
こ う しや く まど はじ ・ ・ ・ に じゆん び う

夫人の部屋にはピストルをもったどろぼ が、日曜日の夜、ミミズクに見つかり、はしごは のひながかえると、スカンピンさんに 幸
ふじん へ や ・ ・ ・ しあわ

うがいたのです。 捨てられてしまいます。 せなことが 次々 とおこります。
す つぎつぎ


